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1-(1) 豚コレラへの対応について                                          

１．「豚コレラ」の発生をうけて                      

・ 11月 16 日 岐阜市畜産センター公園の豚が「豚コレラ」に感染 

→発生農場の防疫措置は終了 

 

 

２．これまでの市の主な対応について                 

（１）これまでの経緯について                          

９月８日、市内東部において、国内 26年ぶりに発生した豚コレラの情報を受け、 

豚舎周辺の立入禁止措置をした。 

 

その後、野生イノシシとの接触防止対策として、 

岐阜県の指導等を受け、 

放牧豚舎周辺に、電気柵を 300m設置、 

雄豚舎・育成豚舎には、コンパネで囲いを設置、 

雄豚舎・分娩豚舎には、金網フェンス等を設置する等 

様々な対策に取り組んできた。 

 

また、家畜エリア内に豚コレラウィルスを持ち込ませない対策として、 

豚舎や畜産エリアの入口のほか、 

公園エリアを含む全ての入口に消毒剤を散布するとともに、 

全豚舎に専用掃除用具を設置した。 

 

こうした様々な対応策を講じてきたものの、 

11月 14日に、発熱など体調不良な豚を職員が確認したため、 

11月 15日に、岐阜県中央家畜保健衛生所が検査を実施、 

11月 16日未明に、２頭の豚が陽性と判定された。 

 

その後、同日、 

 午前 4時 35分より、21頭の殺処分を開始するとともに、消毒ポイントを設置、 

午前 6時 20分に、殺処分を完了させ、 

午前 8時 05分より、埋却作業を開始、 

午後 3時には、防疫措置を完了させた。 
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（２）陽性判定を受け「岐阜市豚コレラ防疫対策本部会議」の開催                  

・ 11月 16日午前９時、 

「第５回岐阜市豚コレラ防疫対策本部」を開催し、  

庁内において情報共有を図った。 

 

 

３．｢岐阜市検証チーム｣の発足について                                

・ 11月 21 日、本事案発生までにおける市の対応の検証や 

再発防止に向けた対策の検討を目的として｢岐阜市検証チーム｣を発足させた。 

（行政部次長、健康部獣医師、農林部職員 以上３名） 

・ 同日、岐阜県と協議 

→岐阜県の検証チームと今後の進め方に関する協議を行った。 

・ 11月 22日、現地において 

農政を担当する農林部畜産課、 

畜産センター公園を担当する都市建設部公園整備課、 

公園を直接管理している指定管理者 

の３者に対し聞き取りを行い、調査、検証に着手したところである。 

・ 今後も、岐阜県と連携し、 

岐阜市畜産センター公園内における防疫措置など、 

岐阜市の対応が適切であったかについてなど検証していく。 

 

 

４．今後について                                

（１）岐阜市畜産センター公園の再開について                               

・ 岐阜市畜産センター公園の再開については、 

今後、検証チームによる、調査、検証を進め、その報告を待って、 

開園の時期を決めていきたい。 

 

（２）岐阜市食肉地方卸売市場の再開について                             

・ 事案発覚後、岐阜市食肉地方卸売市場が一時営業を自粛していたが、 

11月 21 日に再開している。 

 


